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※

徒
歩
道
順

公
益
財
団
法
人
不
老
会
第
五
十
回
献
体
者
顕
彰
式
並
び
に
第

四
十
回
御
名
札
納
め
式
を
左
記
の
と
お
り
執
り
行
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
は
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
列
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
式
は
、
ご
遺
族
の
方
を
中
心
に
営
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

一
般
会
員
に
対
す
る
通
知
は
本
公
告
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

記　
　
　

日　

時　

令
和
六
年
五
月
二
十
三
日（
木
曜
日
）
雨
天
決
行

開　

式　

午
後
一
時
三
十
分
（
午
後
三
時
終
了
予
定
）

会　

場　
「
献
体
の
塔
」
前
広
場

　
　
　
　

名
古
屋
市
千
種
区
平
和
公
園
一
丁
目
四
〇
一
番
地

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
献
体
の
塔
」
へ
の
ご
案
内

名
古
屋
駅
よ
り

　

１　

市
バ
ス
の
み
ご
利
用
（
約
45
分
か
か
る
が
、
乗
り
換
え
な
し
）

　
　
　

名
古
屋
駅
（
⑩
番
の
り
ば
）
猪
高
車
庫
行
き
（
基
幹
２
号
系
統
）
で

　
　
　
「
光
ヶ
丘
」
下
車
。
徒
歩
５
分

　

２　

地
下
鉄
を
ご
利
用
の
場
合
は

　
　

・
名
城
線
「
自
由
ヶ
丘
」
下
車

　
　
　

市
バ
ス　

星
ヶ
丘
・
猪
高
車
庫
行
き
（
星
丘
11
号
系
統
）
で
「
光
ヶ
丘
」
下
車

　
　
　

徒
歩
５
分

　
　

・
東
山
線
「
星
ヶ
丘
」
下
車

　
　
　

市
バ
ス　

地
下
鉄
自
由
ヶ
丘
行
き
（
星
丘
11
号
系
統
）
で
「
平
和
公
園
」
下
車

　
　
　

徒
歩
５
分

第
五
十
回 
献
体
者
顕
彰
式
並
び
に

第
四
十
回 
御ご
み
ょ
う
さ
つ

名
札
納
め
式
の
ご
案
内

医学・歯学の教育・研究のために献体し、目の不自由な方のために献眼する。― 1 ―
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三
〇
〇
万
年
前
、
人
類
は
か
弱
い

動
物
で
し
た
。
ア
フ
リ
カ
の
と
あ
る

森
で
生
活
し
て
い
た
最
初
の
人
類
は

優
れ
た
脳
ど
こ
ろ
か
、
身
体
的
に
も

当
時
の
野
生
動
物
た
ち
と
比
べ
て
か

な
り
劣
っ
て
お
り
、
隠
れ
て
暮
ら
す

し
か
な
い
存
在
だ
っ
た
の
で
す
。
彼

ら
に
は
狩
猟
に
適
し
た
鋭
い
歯
も
爪

も
破
壊
的
な
筋
力
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
十
五
万
年
前

に
な
る
と
、
ア
フ
リ
カ
の
気
候
が
乾

燥
し
、
熱
帯
林
が
次
第
に
草
原
に
変

わ
り
始
め
、
か
弱
か
っ
た
人
類
は
他

の
動
物
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
の
身
体
能

力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

体
、
そ
の
能
力
と
は
何
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？

初
期
の
人
類
は
、
か
弱
い
動
物
で

あ
っ
た
た
め
、
他
の
強
い
動
物
と
の

競
合
を
避
け
る
た
め
に
日
中
に
狩
り

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
次

第
に
暑
い
環
境
で
も
体
温
調
節
が
で

き
る
よ
う
に
体
毛
が
退
化
し
、
汗
腺

が
発
達
し
て
い
き
ま
し
た
。
体
温
調

節
が
で
き
る
能
力
に
加
え
て
、
最
小

限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
長
時
間
走
り
続

け
る
た
め
に
、
人
類
は
短
い
腕
、
内

旋
す
る
太
も
も
の
骨
格
、
強
力
な
ふ

く
ら
は
ぎ
と
臀
部
の
筋
肉
、
バ
ネ
の

よ
う
な
ア
キ
レ
ス
腱
な
ど
の
特
徴
を

備
え
る
よ
う
に
進
化
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
人
類
は
他
の
ど
の

動
物
よ
り
も
長
い
距
離
を
走
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

た
し
か
に
人
類
は
、
短
距
離
の
全
力

疾
走
で
は
、
チ
ー
タ
ー
な
ど
の
多
く

の
動
物
に
負
け
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ

ラ
ソ
ン
選
手
を
負
か
す
こ
と
が
で
き

る
動
物
は
、
狼
、
ダ
チ
ョ
ウ
な
ど
、

ほ
ん
の
一
握
り
し
か
い
な
い
の
で

す
。人

類
は
も
の
を
投
げ
る
能
力
も
他

の
動
物
よ
り
も
極
め
て
高
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
類
の
肩
の
骨

と
上
腕
骨
の
位
置
は
時
代
と
と
も
に

変
化
し
、
よ
り
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
伝
達
で
き
る
よ
う
に
進
化
し
て
き

ま
し
た
。
人
体
に
で
き
る
最
も
速
い

動
き
は
、
も
の
を
投
げ
る
と
き
の
上

腕
の
回
転
運
動
で
あ
り
、
瞬
間
的
に

は
毎
秒
二
十
五
回
転
に
相
当
す
る
速

度
に
な
り
ま
す
。
最
近
の
プ
ロ
野
球

の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
時
速
一
六
〇
㎞
の

剛
速
球
を
投
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
驚
い
た
こ
と
に
、
人
体
の
構
造

を
最
大
限
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
た

場
合
、
計
算
上
、
約
一
七
七
㎞
の
球

を
投
げ
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
一
七
〇
㎞
以
上
の
剛
速
球
を
投

げ
る
プ
ロ
野
球
選
手
が
誕
生
す
る
の

も
近
い
未
来
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
霊
長
類
の
中
に
は
、
か
な
り
正

確
に
も
の
を
投
げ
る
種
も
い
ま
す

が
、
訓
練
し
た
雄
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

で
さ
え
、
そ
の
速
度
は
時
速
三
〇
㎞

前
後
で
あ
り
、
高
速
か
つ
正
確
に
も

の
を
投
げ
ら
れ
る
の
は
人
類
だ
け
で

す
。長

距
離
を
走
る
能
力
と
も
の
を
投

げ
る
能
力
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
類
は
他
の
動
物
と
比
べ
て
、

効
率
良
く
狩
猟
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
人
類
は
次
第

に
食
糧
に
困
ら
な
く
な
り
、
脳
が
進

化
し
、
そ
し
て
、
道
具
を
生
産
し
、

言
語
を
修
得
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
の
日
常
生
活
で
当
た
り

前
と
な
っ
て
い
る
能
力
は
、
人
類
の

進
化
に
お
け
る
重
要
な
転
換
点
を
生

み
出
し
、
ヒ
ト
の
誕
生
、
ひ
い
て
は

文
明
社
会
の
創
造
を
も
た
ら
し
た
と

言
え
ま
す
。

医
学
の
お
は
な
し

人
類
は
ど
う
や
っ
て
他
の
動
物
を
凌
ぐ
存
在
に
な
っ
た
の
か
？

　
　
　
　

愛
知
医
科
大
学
医
学
部

解
剖
学
講
座　

教
授　

内　

藤　

宗　

和

私どもは感謝のために献体・献眼する。 ― 2 ―
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愛
知
医
科
大
学
不
老
会
会
員
の
集
い
の
開
催
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

令
和
六
年
度
の
愛
知
医
科
大
学
不
老
会
会
員
の
集
い
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
愛
知
医
科
大
学
に
登
録
さ
れ
て
い
る	

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
、
ご
友
人
等
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

・
日　

時　
　

令
和
六
年
五
月
十
三
日
（
月
）　

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
（
受
付　

午
前
十
時
か
ら
）

・
会　

場　
　

覚
王
山
日
泰
寺　

普
門
閣
（
本
堂
左
側
の
建
物
）	

【
住
所
】
名
古
屋
市
千
種
区
法
王
町
一
―
一

	
	

	
	

	
	

	
	

	

【
地
下
鉄
東
山
線
「
覚
王
山
駅
」
下
車
徒
歩
十
分
】

　
　
　
　
　
　
　
　

※
昨
年
度
と
開
催
会
場
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
講　

演　
　
「
元
気
な
食
生
活
の
秘
訣 
―
嚥
下
障
害
を
知
り
、
健
康
を
守
る
―
」

・
講　

師　
　

藤
本 

保
志 

教
授
（
愛
知
医
科
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
学
講
座
）

・
懇
談
会　
　

代
表
学
生
と
の
昼
食

ご
出
席
い
た
だ
け
る
方
は
、
昼
食
等
の
準
備
の
都
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ
に
「
会
員
の
集
い
出
席
」
と
明
記
し
、

住
所
、
氏
名
、
出
席
人
数
、
会
員
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
四
月
三
十
日
（
火
）
ま
で
に
左
記
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
同
寺
に
お
い
て
、
愛
知
医
科
大
学
解
剖
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
ご
供
養
の
対
象
と
な
る
ご
遺
族
様
に
は
、

別
途
ご
案
内
差
し
上
げ
ま
す
こ
と
を
併
せ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
送
付
先
〉　

〒
四
八
〇
―
一
一
九
五　
　

�

長
久
手
市
岩
作
雁
又
一
―
一	

愛
知
医
科
大
学　

医
学
部
事
務
部
庶
務
課　

不
老
会
係　

宛
て

（
公
益
財
団
法
人
）
不
老
会　

会
員
各
位	

	
	

愛
知
医
科
大
学
医
学
部
長	
　
　

笠
井　

謙
次

	
	

	
	

	
	

	

不
老
会
愛
知
医
科
大
学
部
会
会
長	　
　

藤
内　

美
也
子

◎
本
案
内
を
も
っ
て
通
知
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
本
通
知
は
新
春
号
の
ご
案
内
を
再
掲
し
た
も
の
で
す
）

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。― 3 ―
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令和 6年度事業計画書（抜粋）
（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

不老会は、医学・歯学の学習・研究に文字どおり身を以って貢献したいと心から願い、遺体の提供に
より、医学・歯学の進展に寄与することを目的とする団体です。
近年の人々の暮らしを取り巻く環境は、決して平坦なものとは言えず、大変厳しい環境下にあります
が、目的を達成するため、今年度においても、献体者に対する顕彰事業の実施等各種の施策を、積極的に
実施してまいります。

１　会員等の現状

⑴　会員数の現状（令和６年１月１日現在）は、次のとおりです。
①　総登録会員数	 25,222 名（対前年比233名増）
②　昨年入会者数	 233 名（対前年比 40名増）
③　生存会員数	 5,933 名（対前年比157名減）
④　総成願者数	 11,621 名（対前年比256名増）
⑤　昨年成願者数	 256 名（対前年比 14名増）
⑥　総不献体者数	 7,668 名（対前年比134名増）
⑦　昨年不献体者数	 134 名（対前年比 32名増）
⑧　総献眼者数	 4,071 名（対前年比 72名増）
⑨　昨年献眼者数	 72 名（対前年比  9名減）
　（注）上記の①、④、⑥及び⑧には、三重大学登録者分が含まれています。

⑵　年齢別・男女別会員数（令和６年１月１日現在）

⑶　５大学別の生存会員数及び成願者数（令和６年１月１日現在）
生存会員数 昨年成願者数 総成願者数

名 古 屋 大 学 9 8 1 5 4 2 , 4 8 6
名古屋市立大学 1 , 3 0 7 5 9 2 , 3 0 4
愛知学院大学 9 3 4 2 5 2 , 0 8 7
藤田医科大学 1 , 4 1 7 6 1 2 , 6 5 6
愛知医科大学 1 , 2 9 4 5 7 1 , 8 0 1
（ 三重大学） ― ― 2 8 7

計 5 , 9 3 3 2 5 6 1 1 , 6 2 1

1400

1200

1000

600

800

400

200

0
60以下 100以上60～ 65～ 70～ 75～ 80～ 85～ 90～ 95～

男 女

私どもは希望に生きるために献体・献眼する。 ― 4 ―
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２　不老会の組織及び委員会等の主な業務分担は、次のとおりとする。

※　会員の中で、会の運営業務にご協力いただける方は委員として加わっていただきます。

３　評議員会及び理事会並びに常務理事会
⑴　定時評議員会（年１回）及び臨時評議員会（随時）を開催する。
⑵　定時理事会（年２回）及び臨時理事会（随時）を開催する。
⑶　常務理事会（原則として月１回）を開催する。

４　常務理事会の直轄事項
⑴　献体の塔に関すること。
　　献体の塔の清掃は、原則として年３回（５月、９月、12月）実施する。
　　献体の塔の修繕は、施工計画を作成の上、総合的な判断のもとに実施する。
⑵　新規会員の入会登録審査に関すること。
　　「入会及び登録審査会」で入会の可否を審査し、登録先大学を決定する。
⑶　財政基盤の強化に関すること。
　　募金箱の設置箇所を可能な限り増やすなど、財源の確保に努める。

公 

益 

財 

団 

法 

人

　
　不

　老

　会

評議員会　１５名

監事　２名

総務委員会　委員長１　副委員長１　委員若干名

・顕彰式並びに御名札納め式に関すること。
・新年初顔合わせ会に関すること。
・不老会のホームページに関すること。
・ウォーキング同好会に関すること。

組織委員会　委員長１　副委員長１　委員若干名

・不老会及び各地区の活動に関すること。
・地区代表者会議の開催に関すること。

広報委員会　委員長１　副委員長１　委員若干名

・会報誌（不老）の発行に関すること。
・不老会のＰＲに関すること。

大学委員会　委員長１　副委員長４　委員若干名

・５大学との連携に関すること。
・５大学連絡協議会の開催に関すること。

献体の塔環境整備特別委員会　委員長 1　委員 7

・献体の塔の環境整備に関すること。

※　常務理事会直轄事項
　　・献体の塔に関すること。（清掃・施設整備・その他）
　　・新規会員の入会登録審査に関すること。
　　・財政基盤の強化に関すること。
　　・情報公開及び個人情報の保護に関すること。
　　・愛知県アイバンク協会に関すること。
　　・各委員会の所管に属さないこと。

理 

事 

長
　
１
名

副
理
事
長
　
２
名

理 

事 

会
　
15
名

常
務
理
事
会
　
６
名

（
意
思
決
定
組
織
）

事務局 事務長（嘱託）・事務職員・必要に応じて臨時職員

【委員会組織】
【議決組織】

【執行組織】

私どもは医学・歯学の進歩のために献体・献眼する。― 5 ―
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⑷　情報公開及び個人情報の保護に関すること。
　　可能な限り情報を広く公開するとともに、個人情報の適正管理に努める。
⑸　愛知県アイバンク協会に関すること。
　　愛知県アイバンク協会との連携を密にし、「献眼への協力」を一層推進する。

５　各種委員会の主な活動
〈総務委員会〉
　⑴　顕彰式並びに御名札納め式に関すること。
　　��　前年度に献体（成願）された方々のご遺族及び関係機関をお招きして、5月23日に平和公園の	
「献体の塔」前広場にて挙行する。

　⑵　新年初顔合わせ会に関すること。
　　　不老会の更なる発展と会員の健康を祈願するため、熱田神宮にて開催する。
　⑶　不老会のホームページに関すること。
　　��　ホームページの内容を充実させ、不老会をＰＲするとともに、献体活動の意義についての理解を
広く知らしめる。

　⑷　ウォーキング同好会に関すること。
　　　会員からの要望に出来る限り沿えるよう計画し実行する。

　〈組織委員会〉
　　⑴　不老会及び各地区の活動に関すること。
　　　①　「不老会の集い」を開催する。
　　　　　期日　令和６年10月２日（水）
　　　　　場所　名古屋市公会堂　大ホール
　　　②�　地域組織の活動を活発にするため、47地区において、それぞれの地区の特性を活かした会員集

会や懇談会等の開催を喚起し支援する。
　　　　�　なお、地区の諸事情により活動が停滞若しくは休止している地域については、地区の再編を含

め、今後の地区の在り方等について検討していくこととする。
　　　　　また、必要に応じて関係役員会等を開催し、新役員の発掘に努める。
　　⑵　地区代表者会議の開催に関すること。
　　　��　不老会の諸活動を地区の代表者により一層理解していただき、地区活動の円滑な推進が図られ

ることを願い、原則として毎年１回以上開催する。
　〈広報委員会〉
　　⑴　会報誌「不老」の発行に関すること。
　　　　年４回（春季号・夏季号・秋季号・新春号）発行し、会員等に送付する。
　　⑵　不老会のＰＲに関すること。
　　　　必要に応じて啓発ポスターやパンフレット等を作成し、ＰＲに努める。
　〈大学委員会〉
　　⑴　５大学との連携に関すること。
　　　①　実務担当者会議を必要に応じて開催する。
　　　②�　各大学が、登録不老会員及び家族を対象に行う ｢不老会員の集い｣ に対して、各大学部会員が

中心となって協力支援する。（各大学：年１回開催）
　　⑵　５大学連絡協議会の開催に関すること。
　　　���　献体に関する共通課題の検討などを行い、今後の本会献体活動に反映させるため、５大学連絡協

議会を、原則として毎年２回開催する。
　〈献体の塔環境整備特別委員会〉
　　⑴　献体の塔の環境整備に関すること。
　　　�　献体の塔は、昭和60年の建立から40年近くなり、経年劣化による設備の不具合等が多く認められ

ることから、これらの諸課題に全体的な対応が求められています。
　　　�　不老会員にとって、献体の塔はシンボル的な存在でもあり、塔のより良い環境が、将来に亘って

保たれるよう願うところであります。
　　　�　従って、諸課題への対応施策を検討するため、委員会を随時に開催し、適切な整備事業計画の策

定などに努める。

私どもは平和を請い願うために献体・献眼する。 ― 6 ―
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　令和６年度の清掃計画をお知らせいたします。

日にち 時　間 担当ブロック

令和６年５月21日（火） 午前10時 尾　張 ブロック

令和６年９月19日（木） 午前10時 三　河 ブロック
美　濃 ブロック

令和６年12月14日（土） 午前10時 知　多 ブロック
名古屋 ブロック

★　集合場所…名古屋市平和公園　献体の塔前広場　（雨天中止）
　○　帽子、長袖、タオル、飲物などを用意しご参加ください。
　○　ブロックに関係なくどなたでもご参加ください。
　○　参加者は全て勤労奉仕とします。
＜ブロックの範囲＞
　名古屋ブロック…　名古屋市内16区
　尾張ブロック　…　�瀬戸・尾張旭、日進・愛知、豊明市、愛知西部、一宮市、	

西春日井・岩倉、尾北、小牧市、春日井市
　知多ブロック　…　大府・東浦、東海市、知多市、常滑市、阿久比、半田市、知多南部
　三河ブロック　…　�豊田・みよし、岡崎、碧海、衣浦、西尾市、蒲郡市、奥三河、豊川市、豊橋市、田原市
　美濃ブロック　…　東濃、岐阜、揖斐・本巣、大垣、養老

献体の塔清掃奉仕作業のお願い

理事及び評議員候補者の推薦のお願い！

　現任の理事及び評議員の任期は、ともに令和６年６月の定時評議員会時までとなっています。
　新らたに不老会の理事及び評議員を選任するために「理事及び評議員候補者推薦委員会」は、広く会
員の皆様から適任者を募集しています。自薦・他薦を問わず適任者を積極的に推薦してください。
　詳しくは、事務局までお問い合わせてください。「理事及び評議員候補者推薦届」の用紙をお送りしま
す。（推薦届の提出期限は、５月７日（火）必着です。）
　なお、新らたな理事及び評議員は、６月中に開催予定の定時評議員会で選任されます。

【連絡先】公益財団法人不老会 事務局　�（電話）052－203－4580	
（FAX）052－253－7123

事務局からのお願い！

☆ 住所変更届はお忘れなく ☆

　皆様にご愛読されている会報誌「不老」は、毎年四回発行させて頂いておりますが、お送りした不老
誌が「あて所に尋ねあたりません」として返送されてくることが近年多くみられます。
　住所を変更される方は、事務局までおハガキ、お電話等でご連絡くださいますようお願いいたします。

☆ ご家族の方へのお願いです ☆

　会員の方がお亡くなりになり、ご家族の都合やその他の事情により、「献体することが出来ず荼毘に付
した」という場合は、できる限り速やかに不老会若しくは「連絡カード」記載の連絡先までご連絡くだ
さいますようお願いいたします。

私どもは感謝のために献体・献眼する。― 7 ―

不　　老

公益財団法人　不　老　会

第599号　令和 6 年（2024年）　春季号



新
年
初
顔
合
せ
会

令
和
六
年
一
月
二
十
三
日
（
火
）、
恒
例
の
新
年
初
顔

合
せ
会
が
熱
田
神
宮
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
寒
を
過
ぎ

て
す
ぐ
の
厳
寒
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
梅
の
花
も
ほ
こ

ろ
び
始
め
た
暖
か
な
日
和
の
も
と
、
三
十
六
名
の
方
が

ご
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
一
年
の
「
不
老
会
」
の
充
実
発
展
を
願
っ
て
参

加
者
全
員
で
神
楽
殿
に
お

い
て
御
祈
祷
を
受
け
た
後
、

垣
内
参
拝
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
学
関
係
者
の

ご
出
席
も
い
た
だ
き
、
今

年
初
め
て
の
顔
合
せ
で
お

互
い
に
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。会

の
最
後
に
は
、
山
本
副

理
事
長
か
ら
勇
壮
な
「
相
撲

甚
句
」
の
ご
披
露
が
あ
り
、

盛
会
裏
に
会
を
閉
じ
ま
し

た
。�
（
広
報
：
鈴
木
愼
吾
）

令
和
五
年
十
二
月
十
六
日
（
土
）
曇
り
空
の
中
、
十

三
名
の
会
員
さ
ん
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

塔
の
周
り
、
広
場
、
階
段
の
落
葉
を
掃
い
、
最
後
に
田

渡
英
男
理
事
の
挨
拶
後
散
会
し
ま
し
た
。
ご
奉
仕
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
事
務
局
）

献
体
の
塔
　
清
掃
報
告

令
和
五
年
度 

第
二
回
臨
時
評
議
員
会

去
る
三
月
十
二
日（
火
）に
名
古
屋
商
工
会
議
所
ビ
ル

三
階
第
四
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
愼
吾

議
長
の
下
で
、
次
の
三
議
案
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ

れ
、
全
て
の
議
案
が
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
令
和
六
年
度
事
業
計
画
書（
案
）の
承
認
の
件

②
令
和
六
年
度
収
支
予
算
書（
案
）の
承
認
の
件

③
任
期
満
了
に
よ
る
理
事
及

び
評
議
員
の
改
選
に
つ
い
て

併
せ
て
、
令
和
五
年
度
の

決
算
見
込
み
、
地
区
活
動
費

交
付
要
綱
別
表
の
改
正
、
並

び
に
就
業
規
則
の
変
更
、
嘱

託
職
員
及
び
臨
時
職
員
取

扱
要
綱
の
変
更
に
つ
い
て

の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�

（
事
務
局
）

令
和
五
年
度 

第
二
回
定
時
理
事
会

去
る
二
月
二
十
日（
火
）に
不
老
会
事
務
所
会
議
室
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
久
野
格
彦
議
長
の
下
で
、
次
の

六
議
案
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
、
全
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
令
和
六
年
度
事
業
計
画
書（
案
）の
承
認
の
件

②
令
和
六
年
度
収
支
予
算
書（
案
）の
承
認
の
件　

③
任
期
満
了
に
よ
る
理
事
及
び
評
議
員
の
改
選
に
つ
い
て

④
就
業
規
則
の
変
更（
案
）に
つ
い
て

⑤
嘱
託
職
員
及
び
臨
時
職
員
取
扱
要
綱
の
変
更（
案
）に
つ
い
て

⑥
第
二
回
臨
時
評
議
員
会
の
招
集
の
決
定
に
つ
い
て

併
せ
て
、
令
和
五
年
度
の
決
算
見
込
み
、
地
区
活
動

費
交
付
要
綱
別
表
の
改
正
、
並
び
に
代
表
理
事
・
業
務

執
行
理
事
の
職
務
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。�
（
事
務
局
）

山本副理事長

評議員会

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。 ― 8 ―
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二
月
五
日
（
月
）、
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ

テ
ル
十
七
階
楠
の
間
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

久
野
理
事

長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、

「
会
員
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
」

事
業
計
画
に

つ
い
て
概
要

説
明
が
あ

り
、そ
の
後
、

五
大
学
か
ら

は
、
各
大
学

の
解
剖
学
教

室
の
現
状
と

課
題
に
つ
い

て
の
説
明
が

あ
り
ま
し

た
。最

後
に
今
年
度
で
退
任
さ
れ
る
名
古
屋
大
学
の
木
山

教
授
、
藤
田
医
科
大
学
の
秦
教
授
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。�

（
広
報
：
鈴
木
愼
吾
）

令
和
五
年
度 

第
二
回
五
大
学
連
絡
協
議
会

木山教授秦教授

（匿名）（40代女性）

不老会成願者から角膜の提供をうけ、

光を取り戻した方々からお礼状が事務局に届きました。

ありがとうございました

私どもは希望に生きるために献体・献眼する。― 9 ―
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感
謝
の
言
葉

�

大
府
・
東
浦　
　

野
村　

悦
子

●　
「
白
木
蓮
」

会 員 投 稿

●　

兄
戦
死　

僕
は
献
体　

国
の
為

�

一
宮
市　
　

渥
美　

栄
夫

�

熱
田
区　
　

鈴
木　

愼
吾

●　
「
イ
ケ
テ
ル
大
仏
様
」
江
南
市

　

今
回
、
人
体
解
剖
見
学
実
習
と
い
う
大
変
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
不
老
会
の
皆
様
、
及
び
そ
の
御
遺
族
の

方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
実
際
に
御
遺
体

に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
普
段
の
授
業
で
は
想

像
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
筋
・
神
経
・
血
管
な
ど
の
走
行
や

触
感
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
御
遺
体
の
個
人

差
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
知
識
の
向
上
や
理
解
を
深
め
る
事

も
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
人
体
解
剖
見
学
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の

勉
学
や
社
会
で
生
か
し
て
い
く
た
め
に
、
今
回
の
貴
重
な
経

験
を
忘
れ
ず
、
よ
り
一
層
患
者
様
に
寄
り
添
え
る
理
学
療
法

士
に
な
ろ
う
と
深
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

改
め
ま
し
て
、
御
遺
体
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
御
本
人

様
、
御
家
族
様
、
不
老
会
の
皆
様
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

令
和
六
年
一
月
十
七
日

�

星
城
大
学
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院　
　

�

理
学
療
法
学
科
一
年
生
一
同

私どもは医学・歯学の進歩のために献体・献眼する。 ― 10 ―
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編集後記
暖かな日に春を感じたが
三寒四温をくり返して
春が来るのですね。

　　 （広報：大野 和江）

不老会会員のご家族にお願い
○　会員様のご逝去のとき、
すみやかに、下記の登録されておられる大学窓口へご連絡ください。
その際、電話に出た方に「不老会の会員ですが。」とお告げください。
そのとき、これからの献体のことについて、大学側との詳細な打合せが行われます。

　＜大学窓口の電話番号（不老会への参画順）＞
名古屋大学医学部
　・平　日（９時～ 17 時）	 （０５２）７４１－２１１１	 大学の献体事務室
　・夜間や土、日、祝日など	 （０５２）２５１－９２９６	 代行窓口
　　上記以外の日時	 	 （一柳葬具總本店）

名古屋市立大学医学部
　・平　日（９時～ 17 時）	 （０５２）８５３－８１２１	 大学の献体担当
　・夜間や土、日、祝日など	 （０５２）２５１－９２９６	 代行窓口
　　上記以外の日時	 	 （一柳葬具總本店）

愛知学院大学歯学部
　・年間をとおして（24 時間）	 ０１２０－３６５－２５４	 代行窓口（愛昇殿）

藤田医科大学医学部
　・年間をとおして（24 時間）	 （０５２）９１０－１４００	 代行窓口（ティア）

愛知医科大学医学部
　・年間をとおして（24 時間）	 （０５２）７９４－１８１１	 代行窓口（田中葬具店）

○　ご逝去にともない、ご用意いただく書類
　・死亡診断書　（医師から受ける：正本１通、コピー２通）

正本１通は、市役所・区役所や役場に火葬許可を申請するときに提出します。
コピーは、１通は献体先の大学に、１通は献眼先のアイバンクに提出します。

　・火葬許可書： 正本１通
　死亡診断書の正本を持参して、市役所・区役所や役場で交付を受け、ご遺体受け
取りの大学に提出してください。火葬場は名古屋市八事斎場です。

注…�交通事故、変死で死亡した場合及び死亡時に危険な感染症に感染している場合は	
献体できない場合がございます。（詳しくは、登録大学にお尋ね下さい。）

「不老」は家族・親族（同意者）に回覧しましょう。 ― 14 ―

不　　老
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